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岡 崎 敏 雄  
1。はじめに 一人間生態系を形作るものとしての頬個聞   
（1）生態学的リテラシー   
グローバル化の下にある世界，すなわち人間生態系における急激な変動によ  
って，これまで用いられてきた言葉とその内実がずれている。言語生態と人間  















より高い次  戻りながらも，その過程で新たなつながりを形作ることを通して，  
元，より広い視野に進んでいく形である。   
（2）生態学的リテラシーの一つの次元を形作るものとしての類個   
生態学的リテラシーは，類個のリテラシーおよび宇宙・生命個のリテラシー  
の2つの次元より成る。このうち類個のリテラシー とは，個人としての側面と   
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その個人が人類の一員であるという側面との間の幅を形作るものの見方，感じ  
方，考え方をなすリテラシー である。端的には，個人としての自己の生き方が  
躯見て，どのような位臥こあるかを捉  
え返しながら，世界，生き方，人とのつながり，自分についての見方，感じ方，  
考え方を形作っていくリテラシーである。   






（3）「人間生態系を形作るものとしての頬個」の概念   







形作るものとしての自己として形成されていく個の形である。   
従って，人間生態系のつながりの中にある個として自己認識され，また行動  
し存在する個である。  
（4）グローバル化の下で変動する世界における個   







う問いが浮かび上がってくる。その中に「出発点としての個」がある。それと   
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ィーを仮にでも形作りながらその中をたどって行く。   
そのようにして過ごす就職活動時期，そこを何とかしのいで過ごし，就職ま  
でたどり着くというのが多くの国の若者の現実だと言えよう。その結果，実際  
に仕事に就いて猛烈に忙しい日々が来ると，「自分をしっかり持ち，自分の在   



























に自己形成していくという過程が持続可能性教育の過程だと言える。   
本稿は，以上のような把握に基づき，持続可能性教育としての日本語教育に  
おける類個の育成のための学習のデザインの具体的な形態について論ずる。  
2．類個の育成のための学習のデザイン   



































の任務の拡大，多国籍企業の拡大の様相を見，グローバリゼーション   
岡 崎 敏 雄  






























B）自己視座限定性認識のデザイン   
持続可能性教育としての日本語教育の学習のデザイン  






G）世界の中の人のつながりの体感をベースに「人間生態系を形作る一員」   
観に向う認識の拡大のデザイン   
H）隼き方に関する問いの「広範囲化」のデザイン   
Ⅰ）世界認識の方法として，コト，モノのつながりの認識と直結して，人  
のつながりを認識していくデザイン   















点からとらえる場を設定する。   
第一は，自分が事故に遭い，病気になった時，有期雇用つまり非正規社員の  
コースに陥る可能性があるという点では万人が共通しており，その意味ですべ  
ての人に通底していることを見る。   
以下の例を「対話的問題揺起学習」の対象テキストとして用いる。  
ユキさんは重い病気の母親との二人暮らし。大手電気メーカーの製造工場   








という道を選んでしまいました。……」   























通底性の認識は一気に深まるものとなった。   
以上の事柄から，各個人が別々の条件の下で生きているように感じているが，   
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実際には，多くの人が共通のリスクの下に生きていることの認識，つまり通底  
性の認識をたどっていく。  




























どることで，「実は自分と同じ所から出発した人々が作り上げている世界」と   
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いう意味で「同じ釜の飯を食した間柄」性というものを丹念に紡いで世界を見  
ていくデザインである。具体的には，以下の人々をたどっていく。   
第一に同窓の先輩。第二に同世代の同国人。第三に同世代の年齢の他国人。  



























くる。さらに，それを雇用面から食糧の領域に広げると，そこに多次元・多要   
持続可能性教育としての日本語教育の学習のデザイン  
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因での高依存の下にある食糧状況のリスク，そしてさらに雇用の不安定の上に  
それの重なるリスクを考えた場合，持続可能な生き方の捉え方は変容し，広が  














引き受けた上で折り合いを付けていく対処方式への認識のデザイン   
「持続可能な生き方」を孤立個の位置で追求する方式から，より広い視野で  










一人だけリスクから解放されるという考え方を起点とは  り合いをつけながら，   
しつつも，それとは別に，多くの個人がリスクを少しずつ引き受け全体として  
軽減する方式を追求するという可能性も考慮するに思い至るものである。   
例えば，雇用面での，非正規雇用はリスクがあるから，何とか努力して正規   












旦という認識への一歩としてある。   
G．世界の中の人のつながりの体感をベースに「人間生態系を形作る一員」観  

















個人的にすり抜けていくという対処の方法に対する問いでは，多くの人が共通   
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2008年大学院に入学した私は悩むことなく大学院修了後は日本での就職   
であった。しかし，同年9月に起きたアメリカ金融危機により世界各国に   
広がる経済危機はちょうど就職活動が始まる時期と重なった。この経済危   
機により韓国も経済沈滞に陥り留学生である私にとってもっとも敏感な為   
替のウォン安が進む一方であり，日本も例外ではなく，経済沈滞に陥り始  
める一方で円高が続く状況であった。  
韓国のインターネットでは，ちょうど10年前に起きたアジア通貨危横の   
ような状況に近づいていることが日々流れていた。急に起きたこの経済危   

































して，場合によっては自分もまた他人の溜めを形作ることもあるものとしてと   
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らえ返していくものである。これは同時に，グローバル化の変動の下にある世  
界における「自他の支援システム」という概念の導入のデザインである。   
K．アジア通貨危機，リーマン破綻が自己の雇用とつながっており，同時に世   
界中の同世代の若者および他の年齢層の人々に波及してつながっているこ  









出身地のマレーシアはタイの隣にある。タイ通貨危機の影響はもちろん   
あった。特に1997年の末から2000年までは大きかった。当時一定の職場で   




その時，あるレコード会社で働いていた。タイの通貨危機後しばらく，   
最初は何事もなく普通に生活していたが，だんだん状況が悪くなって企業   




それからの2ケ月，仕事が見つからず貯金だけで生活していた。仕事は   
たくさんあった。ただし，賃金が少ないので一人暮らしの生活には足りな  
かった。自分の好きな仕事がしたかった。しかし現実はそれを許さなかっ  
た。自分でどうしたらいいか分からなくなった。周りの友達と相談しても，   
いい結論に至らなかった。周りのみんなの状況もよくなかった。その後，   
仕方なく私は学校の臨時教師になった。教師は公務員であって政府から保   
































おきたいとも考えただろう。その手段の確保が食べるものと同じ程度重要だと   
持続可能性教育としての日本語教育の学習のデザイン  
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なるほど積極的な勧誘と安易な貸し付けで多くの人に広がった。   
母親はいよいよ払いきれなくなって，破産宣告するか悩んでいる。中流階級  
だった彼女は，破産宣告は生活の崩壊と同じでとてもできそうにないと思って   
















は2007シプラー・デーヴイッド『ワーキングプア』岩波書店pp．30－35を要約）。   














の要約）。   
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